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　The　black　iron．sulphide　deposit　at　the

K貢su　Mine　occurs　in　the　volcanic　detritus

and　the　probable　agglomerate　which　alterβd

『toopalandclay－minerals．

一The　iron　sulphide　ore　impfegnates　widely

in　the　altered　zone．　The　ore　bo（ly　is　the

intimate　mixture　of　pyride　and　marcacite，

α具（i　contents35r－40％S」

　The　free　sulphur　is　of　later　stage　andρf

little　quantity．　・

　　　　　　1．緒　言
昭和25年9月中旬，玖珠鉱山の硫化鉄鉱床を調査し

た。ここにその結果を報告する。なお本調査の目的は，

本鉱山が昭和24年8月頃から開坑したぱかりで，賦況不

明のため地質鉱床の概略を把握することであつた。

探坂試料の分析を引き受けられた東洋高圧株式会杜大，

牟田工業所原料課の方々に感謝の意を表したい。

　　　、2．位置および交通
　　　　　　　ハンダ玖珠鉱山は大分県玖珠郡飯田村の海抜800m附近にあ

る。飯田高原の北端に近く，九重山北西約10kmの玖珠

川岸に位する〇一

鉱山に至るには，九大線豊後中村駅前より十三曲の下

までは，乗含自動車の便がある。なお鉱石蓮搬用トラッ

クを利用すれぱ，鉱山ま、で1時聞余りで直通する。雨期

に高原の道路が泥寧になること器よぴ十…三曲の急坂が小

蓮邊の欠点であ．る。

　　　　3．沿革および現況
既k賄和13年頃日窒鉱業株式会瀧により，一番坑坑口　．

附近で十数m試錐され，硫化鉄鉱が断続して存在したと

いわれる。その後そのまま放置されたが，昭和24年8月

から現鉱業灌者の手により開坑され，同年12月から少量

黄鑛床部

出鉱し，調査当時には月約700t出鉱した。

　鉱業灌者．編岡県遠賀郡中聞町中町14貞末頼作　、

　鉱区番号　大分県試登4645号

　鉱　　種金，銀，銅，硫化鉄

　面　積957，000坪

　　　　4．地i形および地質
　附近の地形は典型的な火山悔高原で，海抜800m～1，00

0mの緩やかな起伏を示し，その中に九重山（1，764m）・

　　　　　　　ワイタ黒岩山（1，502，6m）・瀬蓋山（1，499．5m）等の火山が

屹立ずる。川は高原ではゆるやかに流れ，高原の北端か

ら十三曲　までは急流をなす。すなわち鉱山附近は非常

に若い地形を示す。

鮒近地質は既に糸陣重雄珊によ欄馨れている・

すなわち飯田高原を囲んで略々半円状に花牟就山・大船

山・久住山および涌蓋山等の火山が分布するq　’

　a）　両輝石安山岩・　　　　・1

　鉱山北方933mの山から西方に分右する。板状あるい

は柱状節理が発達し，堅牢緻密な岩布で，納富氏により

先九重熔岩と呼ぼれ，湯坪火山群の噴出前に噴出し牟も

のとされている。　　　　　　　　　i

　b）　角閃石安山岩　　　L　　　　l

　　　　　　　　　　　湯漱雌・樋火雌戦構町る・調査区域鴛
涌蓋山あるいはミソコブシ熔岩の周豫部がみられる。

　　　　　　　　　　　しc） 火畝および火山礫（糟輝）
　当地域の来山活動の最後のもので，1広く飯田高原を被

覆する。ただ玖珠川より西方では後述する砂礫麿が発達

　　　　　　　　　　　する・　　　　　　　　　
径2～召cmか磁cmの鰍釦岩の鱗を含む火

山角礫岩で，その厚さは最も厚い所で40mを50mに達

する。部分的に厚さは異なり，鉱山陣近では傘く剥膜さ

れて分布しない部分もある。観察できる範囲ではその角

P
礫

の大きさおよぴ量は下部にゆくにし，たがい塘大ずや。

また色調も友白色～友色で友白色の雪のは軽石質で，爾

者が同時に見られる所では，友白色奪呈するも¢）が，友

色のものの上部に分布する。最上部ば黒色火山友参数十

cmの厚さで分布する0　　．　、 　　　　　、一

　以上の火山角礫岩の下部には集塊岩様繰のものが分布

　菅　納富重雄「九重および花牟禮雨火山鞭質調査報文」饗災予防調査報

　　告91号大正9年
　鞘これはあるいは河成礫暦かもしれない，一慮ここでは集塊岩とする
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第1図（a）玖珠鉱山附近地質図
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　　する。すなわち普通径10cm～

も　20cmの比較的滑らかな安山岩
ロゴ

めα血　の礫を含むもQで，観察できるF

　　範囲ではいづれも変質作用を受

　　けて、ヤる。坑内あるいは專用道

　　路において見られ火山角礫岩と

　　集塊岩との境界は相当不規則で

　　ある。

　　要するにこの地帯は扇ヌ犬堆積

　　物・河成礫層および火山友・火・

　　山礫等が錯雑して分布している

　　秀のと思われる。

　　」）砂礫層

　　地質図では模式的に示してあ一

　　り，おおよそその地域に砂礫暦、

の発達が多いことを示すもので

ある。玖珠川の西方に主として

発達してその厚さは5mにおよ

ぶ1ことヵ｛ある。

e）　破璃質安山岩

十三曲道路あるいは玖珠川に

澹つて小部分見られる。レンズ

欺の黒曜石を含む含爾輝石角閃

安山岩である。とれは爾輝石安

山岩の上に乗り火山岩屑で覆わ

れる。

以上の如く調査区域の大半を．

占めるもりは火山岩屑およぴこ

れを覆う砂礫麿であり，露出が

悪いのでこれらの細分ができな

かつた。各岩石の関係を模式的

に示すとi次の通りである。

　　5．鉱　　床
鉱床は火山岩屑およびその下＝

に存在する集塊岩に胚胎する黒

色硫化鉄鉱で，

坑口附近の河成

砂礫厨中には薩

石の円礫が含ま

れる。

調査当時には

硫黄の存在は不

明であつたがゲ
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第1図（b）．地質断面図
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　　　　　　鰻v．
．d豊後量度西1方蓮路　　e湯坪瑠皇後濃間道路

　　　　　　第2図
つた黄色乃至黄友色の純硫黄の存在する鉱石が観察され

た。

a）鉱床の規模　－

略々南方に約120m掘進された水ZF坑道があるが，探

鉱および探鉱は概ねその西側で行われている。探掘跡か

ら推定できる鉱体の大きさは南北に40m延ぴ幅およぴ～

深さ約10mの煙突斌を示し，最大径数mに達する不

規則な塊状鉱からなつている。

斜坑の引立一番坑の下盤でそれぞれ鉱石が確認、されて

いるから，一番坑培並から下部はその形態は不明である

が，賦存の可能性は大であり，一番坑から上部は余り期

待されない。

以上はいわゆる「塊鉱」であるが，「粉鉱」と称する粉

斌の硫化鉄鉱は変質された母岩中に普遍的に存在し，時

に濃集して不規則小規模な鉱体を作る。

b）母岩の変質

　　　ρ“。。．　．、
　　　　　　り　 ゆ

　　　　づ　　　θ　／／　！～

ダ鉛雇礁融㌧

　　　　　　圓　’巨…　 Eコ　．團・
坑外の鉱石置場　隻質安山岩　蜘ヒ鉄が鉱　蛋自石化せ　水酸化鉄

には明らかに黒、　　　・染する部分，珍部分　　　の汚染

鰍化鉄蹴切　　．、’．・第3図專購路騨スヶッチ

0
、
　 1　　2　　m
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　母岩は蛋白石化作用およぴ粘土化作用菅を受けてい

る。これらの作用は母岩の物理的性質に左右される。す

なわち礫は緻密なため交代作用を畢け難く，原岩のまま

残ることが多く，充填部は著しく交代される。第3図は

その一例である。

　次に本所化学課で行つた分析値を示す。

　（1）は含爾輝石角閃石安山岩である。・（2），（3），（5）は

いづれも元め安山岩の斑状構造をそのまま残している。

（4），（5），（6）はほどんど蛋白石からできている。（（5）には

少量の石英が含まれる）問題は（2）およぴ（3）のA1208

であり爾者共顕微鏡下に蛋白石と　A1203を含む粘土鉱

物との識別が困難で，一応カオリ謎’として分子比から

1計算する、と，それぞれ12％’およぴ41％のカオリンを

含有する。残りは蛋白石と硫化鉄（FeS2》からほとんど

一成つている。なお（2）のSO3は硫酸鉄の形で存在する

ものと思われる。（7）はほとんどFeS2と蛋白石から成

番
号
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備 考

坑内切弱未変質安山岩礫

右三片引立一母岩

右三片引立一母岩

鉱体附近柔かい蛋白石

新坑，介殻状断口を示す
堅い蛋白石
專用道路露頭柔かい蛋白
石

粉鉱を多量に混えるもの
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第生図、玖珠鉱山鉱床附近地質図

り，SOlはFeSO4の形で含まれている

ものと思われる。

　露出が少ないので正確にはわからない

が，現在の鉱床附近で400～500m李方

程度の琴質帯があるものと思われる。

　当鉱床の変質は著しい蛋白石化作用と

粘土化作用で特徴づけられる。

　c）　鉱　　石

　黒色硫化鉄鉱は友色～暗次色をなして

安山岩の礫を交代しあるいはその間隙を

みたして生成されている。塊鉱と称する

ものは径数血に達する塊状をなして産

出し，淡黄色を呈し，外気に曝露すると

容易に黒変し，その表面に白色毛状の硫

酸鉄を生じ，長期間放置すると黄色粉末

状の硫黄を生じる。室洞に富み，審洞に

・面する部分では葡萄状時に槍頭状を呈す

るoこれは黄鋸広と白鋸広の微細な混合し

集含体で，時に白鉄鉱が放射状に発達す

るo

　d）鉱床の生成機構　　　・

　当地方は幾多の噴気孔およぴ温泉が存

在し，特に鉱山南方約1里の大嶽温泉で

は一つの噴気孔の周稼部50m位は母岩
（安山岩）．が粘土化および蛋白石化作用

管　粘土鉱物埜決定していないので、’一懸粘土化作用といら語を用いる 果 決定は今後の実験に蓉ちナこい
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を受け，一部には黒色硫化鉄の鉱染もみられる。また　　明であるが，賦存の可醐生はある，。
フイタ

涌蓋山西方の山川附近では昭和12年頃からカオリン中　　　　　　　　　　7．結　　　論

の無色硫化鉄鉱縣が探掘された。また九重山北方では硫　　　（1）鉱床附近め母岩の変質および黒色硫化鉄鉱の賦、

気孔から硫黄を採取している。　　　　　　　　　　　　浮状況については，略々その概略を掴むことができた。

鉱山の近くには・（2km以内）温泉およぴ噴気孔の存　　一すなわち恐らく集塊岩とその上の火山礫・火山友の

在はみられないが，かつて附近にも活動したことは想像　　一部が蛋白石化および粘土化された所に主として白鉄鉱

できる。蛋白石化および粘土化作用と共に，S10～2G％　　および著干の黄鉄鉱が鉱染し，その中で特に白鉄鉱と黄、

程度を含む硫化鉄の鉱染幣があり，さらにその中にS40　　鉄鉱の混含物が（塊鉱と称す）鉱床として稼行の対象と

％程度の富鉱部が存在する（硫黄はほとんどない）とと　　なつている。硫黄はほとんどみられず「タカの目」型の

は特徴的である。主として弱硫酸性溶液の作用が考えら　　硫黄が部分的に存在する。

れ，硫化鉄の鉄分ほ原岩の鉄から供給され，そのままの一　（2）現在はその痕跡もわからないが，・恐らく温泉式

位置および幾分移動して硫化鉄を沈澱鉱染し，さらに恐　　の噴気孔の作用によつて生成された非常に新しい時代の

らく割目等に濃集した部分が高品位な鉱体を形造つたも　　活動によるものと考えられる。

のであろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（魅）露頭その他の賦況から変質帯の分布の形斌は不

　　　　　6．品位および鉱量　　　　　　　規則の如く，ただ鉱体の一部はたしかに略々南北に延び

東洋高圧株式会肚大牟田工業所に出荷した鉱石を貨車　　た形を呈している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ毎に分析した値は，最高S49・0％最低＄27・1％で35％　　　（倖）附近は高原で露出が極めて少ないから・変質帯の

～40％が多い。調査当時行つた鉱床の採取試料の値もS　露出が見えなくても，そして変質帯や鉱体が賦存しない

40％内外を示す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　とは必ずしもいえない（恐らく鉱床生成後にも火山友・

東洋高圧で行つた鉱石の分析の一例は家の通りである。　火山礫が堆積したと思われるから）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿　　　　　』以上の廊から下記のことが望まし

番号．

1

2

3

Sio2
（％）

19．87

18．80

36．95

H20
（％）

5．03

0．32

16．56

Tota1F

Fe（％）

29．18

Tota1　．Free
S（％）　S（％）

34，36

、　35．42　’　41．44

18，53 22，10

none

none

none

備 考

原鉱のまま乾燥せる分

2回水洗残留分

2回水洗流出分

鉱量は鉱床の項で説明したように鉱体が比較的不規則

な形を示すので，算定困難であ喬。ただ現在採掘中の鉱

体について，既桓4，000七近く採掘されているが，残10，

000む位は推定しうる。ザ番坑地並から下部は未探鉱で不

いo

・（1）　電気探鉱による鉱体周辺の

　　探鉱
（2）　試錐による既知鉱体下部の

　　確認および電探後の試錐

（3）地表の地質調査は概ね無意

　　味で，井戸掘ある㌔・は溝堀り

　による地質鉱床調査
（4）坑道の堀進による地質の変化の把握

　　　　　　　　　（昭和25年9，月調査）

553、462：　553．661；　553．41エ：　550．8　（521．42）：　622．19

富　山　県　大　東　鉱　山　水　鉛鉱　床　概　査　報　告

．菊　　池　　　徹甚　　大 津　秀　夫菅

　　　　　R6sum6
Mo豆yb唖enite　Depos皐ts　a重DaitδMine，

　　　Tgya甲乱Prefect耳re。

　　　　　　by
　　T6rd　Kikuchi＆Hideo　Otsu

難木下亀城「九州の農熱水性硫化鐵鉱」　九州鉱山學會誌　11雀8號

菅鉱床部

1血Summer　of1951，the　authors　surveyed
げ

thG『molybdenite　deposits　at　Daito　mine　iτゴ

the　area　of　high　mountain　land　of　the　so－

c皐116d　Japan　Alps．

Thむ10cation　of．the　mine　is・extremely

i血convenienセfor　mining　Works　and　transpoレ

t呂tion　that　why　the　remain加explored．
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